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1.　序
肌の白さの嗜好に着目した比較文化的研究（齋

藤，1996）4)の結果，日本と地理的・文化的に
も比較的近いと考えられるインドネシアにおい
ても日本同様の高い白嗜好が観察されたにもか
かわらず，肌の白さに対する評価は両国間で有
意な差が認められた．これは，肌色嗜好の構造
は性差や文化差など個体要因や環境要因が複雑
に絡み合って変化することを示唆している．さ
らに，予備調査から，肌色の印象評価はその周
辺要素にも影響されることが明らかとなった．
そこで本研究では，「髪色」に着目し，対人認知
における肌色と髪色の配色効果を検討すること
とした．
2.　目的
本研究の目的は，対人認知における髪色の影

響の主要因を探ると同時に，既存の色彩調和論
を基に肌色を好ましく見せる髪色との関係の法
則を探ることである．また，印象評価における
属性別有意差の検討も行なう．
3.　方法
3-1.　手続き
以下の刺激及び形容詞を用いた SD 法により，

各刺激を 10 段階で評価してもらった．刺激は PC
画面上で呈示したが，その際，画面が評価者の
目線とほぼ垂直になるよう心がけた．調査は，
蛍光灯の室内にて，2002 年 9 月に実施された．
3-2.　刺激
マイクロソフト社パワーポイント

で作成した，造作を省いた女性の顔
の輪郭図のスライド 15 種類（肌色 3
種類＜Y・B・R＞）×（髪色 5 種類
＜Bk・rBR・yBR・gBR・bBR＞）．
Table1 に各刺激の配色関係を示す．
＜＞内はマンセル値．
3-3.　形容詞対
大人っぽい－子供っぽい/知的な－知的でない/

上品な－下品な/洗練された－野暮な/女性的な－
男性的な/やわらかい－かたい/自然な－不自然な
/軽い－重い/清潔感のある－清潔感のない/親し
みやすい－親しみにくい/平凡な－個性的な/好き
な－嫌いな
3-4.　対象者
主に大学生 240 名（男性 117 名/女性 123 名）．

順序効果を考慮し，3 パタンの提示順序を設け，
それぞれ 80 名ずつを対象とした．

4.　結果
4-1.　髪色の基本イメージ
　Fig.2 は，各種髪色の基本イメージ（各髪色に
おける 3 種類の肌色の平均評価結果）を示した
イメージプロフィールである．髪色 Bk の特異
性が目に付くが，印象傾向としては Bk とｒBR
に類似傾向が見出せ，髪色ｙBR，ｇBR，ｂBR
の印象は近似していた．概して Bk，ｒBR は，
大人っぽい，知的な，上品な，平凡などの印象
が持たれ，ｙBR，ｇBR，ｂBR は，女性的，や
わらかい，軽いといった印象に評価された．

4-2.　肌色との配色による付加的イメージ
肌色と髪色の配色により，髪色の基本イメー

ジとは異なった印象を持たれた結果も観察され
た．Fig.3 は例として髪色ｂBR の結果を示した
イメージプロフィールである．肌色 Y（ナチュ
ラルハーモニー）やトーンオントーン配色の肌
色 B では、髪色の基本イメージに近く，女性的
な，やわらかい，軽いなどの印象を比較的強く
持たれた．一方，肌色 R（コンプレックスハー
モニー）の場合は，子供っぽい，野暮などの印
象が持たれ，髪色の基本イメージに対して独自
の印象が付加される傾向が得られた．その他，
髪色ｒBR に関しては，髪色とのナチュラルハ
ーモニーである肌色 Y ではやや男性的な印象で
あったが，コンプレックスハーモニーの肌色 R
ではやや女性的な印象が持たれた．髪色 Bk は，
いずれの肌色ともビコロール配色の関係であり，
全てにおいて髪色の基本イメージがより強調さ
れる結果であった．

対人認知における肌色と髪色の配色効果
－色彩調和論的視点から－
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Table1. 刺激と配色一覧
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Fig.2 各種髪色の基本イメージプロフィール

Fig.1 刺激例

 
肌色 

髪色 
イエローベース(Y) 
＜8YR 8.5/3.5＞ 

ブルーベース(B) 
＜4YR 7.0/2.0＞ 

レッドベース(R) 
＜4R 8.0/3.5＞ 

ブラック(Bk) 
＜Ｎ 1.5＞ ビコロール ビコロール ビコロール 

レッドブラウン(rBR)  
＜10R 2.0/1.5＞ 

類似色相対照トーン 
ナチュラル 

隣接色相対照トーン 
ナチュラル 

類似色相対照トーン 
コンプレックス 

イエローブラウン(yBR) 
＜8YR 4.5/2.0＞ 

同一色相対照トーン 
トーンオントーン 

隣接色相 
コンプレックス 

中差色相対照トーン 
コンプレックス 

グリーニッシュブラウン(gBR) 
＜5Y 4.5/2.0＞ 

類似色相対照トーン 
コンプレックス 

類似色相 
コンプレックス 

中差色相対照トーン 
コンプレックス 

ブルーイッシュブラウン(bBR) 
＜4YR 4.5/2.0＞ 

隣接色相対照トーン 
ナチュラル 

同一色相対照トーン 
トーンオントーン 

類似色相対照トーン 
コンプレックス 



2002 年度卒業論文

4-3.　分散分析結果
Table2 は，肌色×髪色（3×5）の 2 要因の分

散分析の結果をまとめたものである．肌色と髪
色の交互作用は，全ての項目で 0.1％水準にお
いて有意であると認められた．さらに，Table3
は Fisher の PLSD による髪色の多重比較検定の
結果を示したものであり，着色個所は特に有意
差が多く認められた比較結果を指す．この結果
を眺めてみると，有意差は低明度の髪色（Bk，
ｒBR）と高明度の髪色（ｙBR，ｇBR，ｂBR）
との比較で多く認められたことが分かる．従っ
て，髪色の分散は，低明度の≪Bk・rBR≫と高
明度の≪yBR・gBR・bBR≫に二分される傾向
にあることが明らかとなった．また，肌色に関
しては，「自然な－不自然な」以外の全ての SD
項目において各種肌色間の有意差が確認された．
ただし肌色 Y，R 間にはほとんど有意差は見ら
れず，肌色 B の特異性が顕著であった．
4-4.　因子分析結果
　Fig.4 は，主因子法直交バリマックス回転によ
る因子分析の結果として得られた印象評価主軸
を示す．抽出された 4 つの因子の中で，第 3 因
子までの寄与率が約 87％であった．3 つの因子
をそれぞれ＜洗練度＞＜好感度＞＜やわらかさ
＞とした．＜洗練度＞は，概して高明度の髪色
が，

 

＜好感度＞は低明度の髪色の得点が高かった．
本調査においては，両因子得点を左右する肌色
の要因は観察されていない．＜やわらかさ＞も
踏まえ
ると，いずれの因子得点も高い刺激は＜gBR＋
R＞だけであった．この配色はコンプレックス
ハーモニーであり，色相対比の関係でもある．
すなわち，髪色を地の色，肌色を図の色と捉え
た時，肌色が，髪色の補色である「青紫」に寄
って知覚されたと思われる．
4-5.　対象者属性別比較結果

Table4 は対象者の属性別に t 検定，あるいは
1 要因の分散分析を施した結果をまとめたもの
である．本調査において考慮した対象者の属性
は，①性，②出身地，③染髪の有無，④性格，
⑤嗜好色である．なお，性格に関しては，対象
者に自分自身の性格が外向的か，あるいは内向
的かを判断させた結果を用いて分類した．
まず，性別比較結果からは，髪色 Bk に対し

て有意傾向が得られた．男性の方が黒髪を好む
傾向にあった．
出身地別比較結果では，髪色 Bk 以外の全て

の髪色において有意差が確認された．西日本出
身者が暖色好み，東日本出身者が寒色好みであ
った．

SD項目 F（4,3546） SD項目 F（4,3546）

肌色 大人っぽい－子供っぽい 14.802***自然な－不自然な 1.545
髪色 15.462*** 8.175***
肌色＊髪色 7.589+++ 5.070+++
肌色 知的な－知的でない 24.827***軽い－重い 34.584***
髪色 95.608*** 209.514***
肌色＊髪色 12.383+++ 15.423+++

肌色 上品な－下品な 21.987***清潔感のある－清潔感のない 19.681***
髪色 54.040*** 19.641***
肌色＊髪色 11.491+++ 5.256+++
肌色 洗練された-野暮な 22.872***親しみやすい-親しみにくい 8.440**
髪色 11.924*** 32.981***
肌色＊髪色 5.034+++ 5.836+++

肌色 女性的な－男性的な 20.160***平凡な－個性的な 3.473*
髪色 20.944*** 48.802***
肌色＊髪色 4.782+++ 16.048+++
肌色 やわらかい-かたい 28.643***好きな－嫌いな 3.298*
髪色 169.211*** 12.307***
肌色＊髪色 11.159+++ 5.590+++

Table2. 分散分析結果

+++ (交互作用)/*** p<.0001,**  p<.001,* p<.05

A;ｙBR,ｇBR/B;ｙBR,ｂBR/C;ｙBR,ｒBR/D;ｙ

BR,Bk

E;ｇBR,ｂBR/F;ｇBR,ｒBR/G;ｇBR,Bk/H;ｂBR,

ｒBR

I;ｂBR,Bk/J;ｒBR,Bk

Table3. 多重比較検定結果
SD項目 A B C D E F G H I J

大人っぽい-子供っぽい - * *** *** - *** ** *** *** -

知的な-知的でない - * *** *** (*) *** *** *** *** *
上品な-下品な - * *** *** - *** *** *** *** -

洗練された-野暮な * * *** - - *** - *** ** *

女性的な-男性的な - * * *** - * *** ** *** ***
やわらかい-かたい ** - *** *** - ** *** *** *** ***

自然な-不自然な ** ** * * - *** ** *** - *
軽い-重い - - *** *** - *** *** *** *** ***

清潔感のある-清潔感のない ** ** *** - - *** * *** ** **
親しみやすい-親しみにくい - - - *** - - *** - *** ***

平凡な-個性的な ** ** *** *** - *** *** *** *** -
好きな-嫌いな - - - *** - - *** - *** ***

*** p<.0001,**  p<.001,* p<.05,(*) p<.10

Fig.3 髪色ｂBR のイメージプロフィール

好
き
な

平
凡
な

親
し
み
や
す
い

清
潔
感
の
あ
る

軽
い

自
然
な

や
わ
ら
か
い

女
性
的
な

洗
練
さ
れ
た

上
品
な

知
的
な

大
人
っ
ぽ
い

嫌
い
な

個
性
的
な

親
し
み
に
く
い

清
潔
感
の
な
い

重
い

不
自
然
な

か
た
い

男
性
的
な

野
暮
な

下
品
な

知
的
で
な
い

子
供
っ
ぽ
い

4

5

6

7
Y
B
R

好感度

洗練度

やわらかさ

高

高

強

弱

低

低

好感度

洗練度

やわらかさ

高

高

強

弱

低

低

知的な
上品な
大人っぽい
洗練された
清潔感のある

親しみやすい
好きな
自然な
（清潔感のある）

知的でない
下品な
子供っぽい
野暮な
清潔感のない

親しみにくい
嫌いな
不自然な
（清潔感のない）

やわらかい
軽い
女性的な

かたい
重い
男性的な

Fig.4 印象評価主軸
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染髪の有無別には全てにおいて 1％水準で有
意差が認められた．染髪者は有彩色で高明度の
髪色を、非染髪者は黒髪や低明度の髪色を好む
傾向にあった．
さらに，性格別には髪色 Bk，ｇBR，ｂBR に

おいて有意差が認められた．染髪比率は，内向
的な人は約 50％が非染髪，逆に外向的な人は
70％近くが染髪していた．
　嗜好色に関しては，「好きな髪の色」を答えた
対象者も多かったが，性格との関連に着目する
ならば，内向的な人は寒色や無彩色，外向的な
人は暖色を好む傾向にあった．

5.　考察及び結論
［対人認知における髪色の影響の主要因］
分散分析の結果，髪色の分散が，低明度の≪

Bk・rBR≫と高明度の≪yBR・gBR・bBR≫に
二分されたことから，対人認知において，髪色
の明度が印象に影響すると結論付けられよう．
さらに，因子分析によって＜洗練度＞＜好感度
＞＜やわらかさ＞という 3 つの評価主軸が得ら
れたが，＜洗練度＞は，概して高明度の髪色が，
＜好感度＞は低明度の髪色の得点が高かったこ
とから，3 つの主軸に対しても明度が影響を与
えると考えられる．
［肌色を好ましく見せる髪色］

有彩色の髪色に関しては，概してナチュラル
ハーモニーやトーンオントーン配色の場合，髪
色の基本イメージに近い印象に評価され，コン
プレックスハーモニーの場合は，髪色の基本イ
メージに対して独自の印象が付加される傾向が
得られた．また無彩色である髪色 Bk に関して
は，いずれの肌色ともビコロール配色の関係で
あり，全てにおいて髪色の基本イメージがより
強調される結果であった．以上の結果を考え合
わせると，好ましい肌色は，髪色とのナチュラ
ルハーモニーやトーン・オン・トーン配色，ビ
コロール配色が，好ましくない肌色は髪色との
コンプレックスハーモニーの関係が肌色を好ま
しく見せると考えられる．また，予備調査の結
果，最も悪い印象が持たれる傾向にあった肌色
R が，髪色 gBR と組み合わせた場合に，＜洗練
度＞＜好感度＞＜やわらかさ＞のいずれの因子
得点も高くなったという結果を踏まえると，好
ましくない肌色の場合，髪色とのコンプレック
スハーモニーのみならず，色相対比の効果もよ
り深く検討する必要性が示唆されたと言えよう．
［印象評価における対象者属性別有意差］
印象評価における性別，嗜好色別有意差はほ

とんど見られなかったが，出身地別，性格別有

意差はやや見られ，また染髪の有無別有意差は
かなり見られた．
性別有意傾向はわずかに認められただけであ

ったが，女性の方が男性より色彩に敏感な傾向
が得られた．
地域差に影響する要因の 1 つに色彩嗜好が挙

げられる（齋藤ら，1991）2)3)が，嗜好を左右す
る原因としては，以下のものが考えられる。（）
内は影響を与えると思われる要素を示す．
① 気温：色相における嗜好差
② 湿度：彩度における嗜好差（水蒸気の疎密差）
③ 日照時間：明度における嗜好差（明暗順応）
④ 土質色：基調色における嗜好差（景観知覚）
⑤ 自然光の緯度差：全体（色温度と演色性）

最も高い有意性が認められた染髪の有無別比
較に関して，染髪者は有彩色で高明度の髪色を，
非染髪者は黒髪や低明度の髪色を好む傾向であ
ったことは，1 つの要因として，対人魅力の心
理における「単純接触効果」（Zajonc，1968）5)

や「類似性」（Byrne，1971）1)による説明が可
能である．また，内向的な人は約 50％が非染髪，
逆に外向的な人は 70％近くが染髪していたとい
う染髪比率結果からは，染髪という行為の心理
的背景も感じられた．
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Bk ｒBR ｙBR ｇBR ｂBR
性 男/女 * - - - -
出身地 東日本/西日本 - ** ** ** **
染髪の有無 染髪/非染髪 *** *** *** *** ***
性格 内向的/外向的 ** - - ** **
嗜好色 有彩色/無彩色 * - - - -
嗜好色 暖色/寒色/中性色 * * - - -

 *** p<.01,** p<.05,* p<.10

Table4. 対象者の属性別比較結果


